
データ活用の

真価を検証ナる

W
I
T
H
+
D
W
H
を
活
用
し
た

デ
ィ
l
プ
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン
グ

• 船
越
尚
哉

要
旨
一

2
0
1
6
年

3
月
病
院
新
築
移
転
後
の

W

ー
T
H
+
・
D
W
H
環
境
下
で
の
、

D
W
H
活
用

事
例
の
一
部
に
つ
い
て
、
「
デ
ィ

l
プ
デ
ー
タ
マ

イ
ニ
ン
グ
」
の
視
点
に
着
目
し
報
告
す
る
。

当
院
お
よ
び
茨
城
県
厚
生
連
病
院
グ
ル
ー
プ
に
お

け
る
、
デ
ー
タ
ウ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
(
以
下

D
W
H
)
の

利
活
用
状
況
と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

電
子
カ
ル
テ
導
入
か
ら

D
W
H
導
入
新
病
院
移
転
ま
で

2
0
0
3
年
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
基
盤
と
し

た
オ

l
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

W
I
T
H
シ
ス
テ
ム

(
日
本

I
B
M
杜

C
I
S
)
を
構
築
し
た
。
そ
の
後
、

費
用
対
効
果
を
考
慮
し
つ
つ
、
肝
年
看
護
支
援
シ
ス

テ
ム
を
導
入
、

m年
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
に
切
り

替
え
た
。

こ
の
間
、
電
子
カ
ル
テ
デ

l
タ
の

2
次
活
用
は
、

参
照
用
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
抽
出
し
て

行
っ
て
い
た
。

多
数
の
テ
ー
ブ
ル
を
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
こ

• 
総
合
病
院
土
浦
協
同
病
院
情
報
管
理
室
長

す
る
。

病
院
と
し
て
の
最
も
大
切
な
役
割
は
、
個
々
の
患

者
に
対
し
て
質
の
高
い
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ

る
。

D
W
H
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
通
常
の
電
子
カ

ル
テ
操
作
の
中
で
は
、
実
現
が
困
難
あ
る
い
は
不
向

き
な
事
項
に
対
し
て
、
患
者
に
寄
り
添
い
、
最
適
な

ケ
ア
が
提
供
で
き
る
よ
う
な
指
標
な
ど
の
可
視
化
を

重
要
視
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

患
者
単
位
で
、
よ
り
深
い
価
値
の
高
い
デ
l
タ
に

着
目
す
る
「
デ
ィ

l
プ
デ

l
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
」
と
い

う
着
想
が
重
要
で
あ
る
。

以
下
事
例
を
紹
介
す
る
。

B
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
(
以
下
H
B
V
)
再

活
性
化
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

抗
が
ん
剤
や
免
疫
抑
制
剤
の
投
与
を
契
機
に
、
不

活
性
化
し
て
い
た

H
B
V
が
再
活
性
化
し
て
劇
症
肝

炎
化
し
、
不
幸
な
転
帰
を
た
ど
る
症
例
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

全
て
の
医
師
が
、
臨
床
経
過
に
応
じ
て
適
切
な
時

と
、
テ
ー
ブ
ル
名
や
フ
ィ
ー
ル
ド
名
が
一
般
ユ
ー

ザ
ー
に
分
か
り
づ
ら
い
こ
と
、
結
果
の
表
示
に
時
間

が
か
か
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
、

2
次
活
用
専
用
の
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
凶
年

D
W
H
(
日
本

I
B
M
社
冨
ロ
ー

〈
ぽ
当
)
を
導
入
し
た
。
図

1
に
構
成
図
を
示
す
。

な
お
、
サ
ー
バ
は
全
て
院
内
で
管
理
し
て
い
る
。

同
年
3
月
病
院
新
築
移
転
に
伴
い
、
電
子
カ
ル
テ

シ
ス
テ
ム
は

W
I
T
H
+
(
C
I
S
+
)
に
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
し
た
。

D
W
H
に
つ
い
て
は
、
機
器
の
移

設
の
み
行
っ
た
。

現
在
、

W
I
T
H
+
か
ら

2
次
活
用
に
必
要
な

デ
l
タ
は
、
前
日
分
の
処
理
を
夜
間
バ
ッ
チ
処
理
に

て
D
W
H
に
転
送
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
上
保
管
す
る
。

D
P
C
デ
l
タ
・
電
子
レ
セ
プ
ト
デ

l
タ
は
月

1
回

取
り
込
む
。

D
W
H
活
用
の
基
本
方
針

院
内
で
の
み
活
用
し
て
い
る
が
、
茨
城
県
厚
生
連

3
病
院
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
最
後
に
紹
介
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IBM SPSS 
(SPSS Modeler) 

IBM Cognos 
(Cognos 
Business 
Intelligence) 

統計分析、マイニング
予測分析、モデリング
自然言語処理機能
ETL(紬出、変換、電録)機能
Cognosデータ交換

メタモデル

多次元・他視点・診療情報データウエアハウス IBMMD-View構成図

期
に
正
し
い
判
断
が
で
き
れ
ば
問
題
は
生
じ
な
い

が
、
徹
底
し
な
い
ケ

l
ス
も
あ
り
得
る
。
そ
こ
で
、

安
全
管
理
上
の
視
点
も
加
え
ツ

1
ル
を
開
発
し
た
。

患
者
基
本
情
報
、
実
施
情
報
や
未
来
日
の
オ
l
ダ

情
報
を
含
ん
だ
注
射
・
処
方
・
検
体
検
査
関
連
テ
ー

ブ
ル
な
ど
か
ら
、
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
検
査
未
実
施
患
者
を
抽
出
。
さ
ら
に
検
査
済

み
で
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
投
与
適
応
患
者
を
抽
出

し
、
投
薬
歴
や
検
査
結
果
履
歴
を
表
示
す
る
。

電
子
カ
ル
テ
上
で
も
類
似
の
機
能
を
実
装
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
が
、
患
者
未
来
院
時
の
対
応
、
電

子
カ
ル
テ
サ
l
パ
の
負
荷
分
散
の
視
点
か
ら
も
、

D

W

H
を
活
用
し
た
電
子
カ
ル
テ
外
処
理
は
意
義
深

い
。
同
様
に
安
全
管
理
に
軸
足
を
置
い
た
取
り
組
み

と
し
て
、
輸
血
実
施
6
ヵ
月
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

検
査
実
施
状
況
チ
ェ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
る
。

今
後
悪
性
疾
患
診
断
患
者
の
未
来
院
リ
ス
ト
作
成

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

病
棟
内
の
最
適
な
患
者
配
置
に
向
け
て
の

取
り
組
み

図1

一
般
病
棟
内
に
お
け
る
病
室
配
置
は
、
以
下
の
視

点
に
お
い
て
、
患
者
・
ス
タ
ッ
フ
両
者
に
と
っ
て
重

要
で
あ
る
。
ス
タ
ッ
フ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
浴
室
な
ど

諸
室
と
病
室
の
位
置
関
係
は
、
安
全
管
理
上
あ
る
い

は
ス
タ
ッ
フ
の
動
線
管
理
の
上
で
、
欠
か
せ
な
い
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。

当
院
で
は
新
病
院
移
転
後
、
ナ
l
ス
コ
ー
ル
シ
ス

テ
ム
か
ら
以
下
の
デ

l
タ
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
患
者

I
D
・
呼
び
出
し
日
時
・
応
答
機
種

(
モ
バ
イ
ル
デ
バ
イ
ス
・
病
室
サ
イ
ド
・
ス
タ

ッ
フ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
)
・
応
答
日
時
・
通
話
時
間
・
場
所
(
病
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室
・

ト
イ
レ

・
浴
室
)
・
呼
吸
心
拍
監
視
モ
ニ
タ
ー

か
ら
の
呼
び
出
し
の
有
無
な
ど
で
あ
る
。

現
在
、
ナ

l
ス
コ
ー
ル
デ

l
タ
は

D
W
H
に
は
取

り
込
ん
で
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
今
後
の
計
画
と
な

る
が
、
ナ
l
ス
コ
ー
ル
デ
l
タ
を

D
W
H
に
取
り
込

み
、
患
者
属
性
・
看
護
診
断

(
N
A
N
D
A
I
N
-

C
l
N
O
C
)
な
ど
と
結
び
つ
け
、
特
定
の
個
人
に

つ
い
て
の
最
適
な
病
室
配
置
、
次
い
で
特
定
の
病
棟

に
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
病
院
全
体
で
の
最
適

な
病
棟
病
室
配
置
に
役
立
て
た
い
。

さ
ら
に
、
予
測
分
析
ツ

l
ル
を
活
用
し
、
新
た
に

入
院
す
る
患
者
の
ナ

l
ス
コ
ー
ル
パ
タ
ー
ン
を
予
測

し
、
最
適
な
配
置
を
提
案
し
た
い
。

蓄積データの効果的2次活用を考える

病
床
機
能
報
告
制
度
資
料
作
成
の
取
り
組
み

病
床
機
能
報
告
制
度
が
発
足
し
、
全
て
の
病
床
を

有
す
る
医
療
機
関
は
、
二
疋
の
書
式
に
基
づ
き
年
1

回
厚
生
労
働
省
に
届
け
出
義
務
が
あ
る
。
項
目
は
多

岐
に
わ
た
る
が
、
病
棟
毎
の
入
退
院
情
報
・
医
療
看

護
必
要
度
情
報
の
集
計
な
ど
に

D
W
H
を
活
用
し
て

い
る
。
毎
年
集
計
方
法
に
若
干
の
差
違
が
あ
る
も
の
の
、

定
期
的
な
複
雑
な
作
業
の
繰
り
返
し
に
対
し
て

D
W

H
は
有
用
で
あ
る
。

一一 総特集 一一

医
療
看
護
必
要
度
点
検
の
取
り
組
み

医
療
看
護
必
要
度
個
票
(
以
下
出
フ
ァ
イ
ル
)
・

入
院
診
療
詳
細
情
報
個
票
(
以
下

E
F
n
フ
ァ
イ
ル
)

は
、
全
て
の

D
P
C
病
院
お
よ
び
多
く
の
急
性
期
病

院
で
、
厚
生
労
働
省
に
提
出
義
務
が
あ
る
。
ま
た
、

h
フ
ァ
イ
ル
は
一
般
病
棟
入
院
基
本
料
の
施
設
基
準

届
け
出
に
当
た
っ
て
そ
の
根
拠
と
な
り
得
る
重
要
な

デ
l
タ
で
あ
る
。

h
フ
ァ
イ
ル
の
多
く
の
項
目
は
、

E
F
n
フ
ァ
イ

ル
と
突
合
す
る
こ
と
に
よ
り
判
断
が
可
能
で
あ
る

が
、
一
部
の
項
目
は
フ
ァ
イ
ル
作
成
の
定
義
が
異

な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
注
射
薬
で
辺
時
投
与
開
始
同
一
ア
ン
プ

ル
翌

2
時
ま
で
継
続
す
る
場
合
、

E
F
n
フ
ァ
イ
ル

は
1
日
目
だ
け
作
成
す
る
が
、

h
フ
ァ
イ
ル
で
は

2

日
間
評
価
の
対
象
と
な
る
。
投
薬
で
は

E
F
n
フ
ァ

イ
ル
に
は

1
週
間
分
処
方
し
た
場
合
処
方
日
に
ま
と

め
ら
れ
る
が
、

h
フ
ァ
イ
ル
で
は
服
薬
日
全
て
が
評

価
の
対
象
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

D
W
H
活
用
の
機

会
と
し
て
、
注
射
実
施
情
報
や
処
方
実
施
情
報
の
活

用
が
望
ま
れ
る
。
今
後
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

茨
城
県
厚
生
連
病
院
聞
で
の

D
W
H
の

活
用
の
取
り
組
み

茨
城
県
厚
生
連
グ
ル
ー
プ
に
は

6
病
院
が
所
属
し

て
い
る
。
当
院
を
含
め

5
病
院
が

C
I
S
系
の
電
子

カ
ル
テ
を
導
入
し
て
い
る
。
ま
た
、

5
病
院
の
中
で

J
A
と
り
で
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
-
総
合
病
院
水
戸

協
同
病
院
・
当
院
が

D
W
H
(玄
ロ

150当
)
を
導

入
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
で

C
I
S
の
バ
ー

ジ
ョ
ン
は
異
な
る
が
、

D
W
H
上
へ
の
マ
ッ
ピ
ン
グ

は
同
様
で
あ
る
。

現
在
、
個
別
の
病
院
で
の
活
用
が
中
心
に
な
っ
て

い
る
が
、
共
通
の
課
題
の
解
決
や
、
ツ
ー
ル
の
他
病

院
へ
の
横
展
開
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
日
年
ロ
月
連

絡
協
議
会
を
設
立
し
た
。
総
合
病
院
水
戸
協
同
病
院

で
は
、
主
に
臨
床
研
究
に
活
用
し
て
い
る
。

今
後
一
層

D
W
H
の
利
活
用
を
促
進
す
る

D
W
H
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
用
方
法
が
あ
る
。
電

子
カ
ル
テ
の
補
完
機
能
、
研
究
支
援
機
能
、
業
務
支

援
機
能
。
経
営
支
援
機
能
な
ど
で
あ
る
。
言
い
換
え

れ
ば
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
デ
ー

タ
を
可
視
化
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
の
は
人
間
で

あ
り
、
業
務
量
の
限
界
も
あ
る
。
各
医
療
機
関
優
先

順
序
を
つ
け
て
効
率
的
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

当
院
で
は
、
よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提
供
に
資
す

る
た
め
の
「
デ
ィ

l
プ
デ
l
タ
マ
イ
ニ
ン
グ
」
の
視

点
を
現
在
は
重
視
し
て
い
る
。

今
後
の
技
術
革
新
な
ど
に
よ
り
、

D
W
H
の
位
置

づ
け
も
変
化
す
る
。
名
誉
あ
る
病
院
と
し
て

D
W
H

の
利
活
用
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

※

※

 

船
越
尚
哉
(
ふ
な
こ
し
・
な
お
や
)
・
貯
年
東
京
都
生

ま
れ
。
お
年
筑
波
大
医
学
専
門
学
群
卒
。
同
年
同
大
附

属
病
院
研
修
医
、
お
年
同
呼
吸
器
外
科
。
初
年
総
合
病

院
土
浦
協
同
病
院
呼
吸
器
外
科
、
出
年
同
情
報
シ
ス
テ

ム
管
理
室
。

m年
D
P
C
評
価
委
員
会
委
員
長
(
兼
務
)
、

凶
年
情
報
管
理
室
長
(
兼
務
)
。
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